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「ラミナ特性や断面構成が同等の曲げヤング係数を有する異樹種異等級構成集成材の曲げ性能

に及ぼす影響」 

 

Effect of Lamina Property and Lamination Pattern on Bending Properties of Laminated 

Lumber Composed of Several Softwoods with the Same Modulus of Elasticity  

 

概 要 

 本研究では，曲げヤング係数（MOE）以外の曲げ性能「曲げ強度（MOR），曲げ仕事量（W）

及びヤンカ靭性係数（Z）」にも優れたスギ材を主体とした集成材の開発を目指し，等価断面法

により MOE を一定として，内層にスギ，最外層にヒノキもしくはカラマツを用いた異樹種異

等級構成集成材を作製し，その曲げ性能を調査した。併せて，スギ同一樹種同一等級構成集成

材を作製し，比較検証した。さらに，事前に，製材 3 樹種の曲げ性能を把握し，その樹種特性

や断面構成が，異樹種異等級構成集成材の曲げ性能に及ぼす影響を調査した。  

 その結果，集成材の MOE がほぼ等しくても，曲げ強度（MOR），曲げ仕事量及びヤンカ靭性

係数は，断面構成により違いが認められた。曲げ仕事量及びヤンカ靭性係数は，断面構成にか

かわらず，塑性域たわみ量に特に強く影響を受けた。MOE の同等な異樹種異等級構成集成材に

おける曲げ仕事量及びヤンカ靭性係数は，最外層のヒノキもしくはカラマツ特有の曲げ性能に

強く影響を受けるとともに，加えて内層に配置したスギの曲げ性能にも影響を受けることが示

唆された。 
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